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進がみられた．たゞ，土壌水分がの％程度の少なレ側

では．よく砕土された土壌で洩土を完全にすれば．捏もみ

の脱水応乾は少ないものと思われる．土壌水分の％では，

浸穐日数胞に差がみられなかつたが，圃場においては出

芽速度が問題になるので，播種作美に支障のない5－6

日の良種が適当であろう．

覆土の深浅と鎮圧については，5fmのように深い覆土

では．出芽に必要な酸素の不足，養分の消耗などによっ

て出芽不良になったものと思われる・2‘洞の場合，洩土

鎮圧区がよく．他の両区で劣ったのは．不充分な砕土の

まゝ捜土したので．土塊による杢げをによって穂籾が乾

燥枯死し．欠株が増加したものと思われる．さの町では．

無鉄圧区においても欠株は比較的少なく，適当女腹土と

いえる・すなわち，土壌水分が劫％（容水量）程度の

比較的乾妹している状態では援土3‘¶の範囲で，播種味，

あるいは覆土後の鎮圧が必要であると患われる．しかし．
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多湿土壌では間鞄があろう．挽土が深い場合には鉄圧

効果がみられなかった．湛水時期については．礫土無

湛水．無税土湛水区にふいて出芽障害がなく．捜土湛

水区にわいて著しく出芽障害をみた．このことは，苗

代で，臨床がやわらかいと種籾が埋没して発芽不艮忙

なる現象に似ている．すなわち．覆土して，出芽前に

湛水すると出芽は著しくおさえられる．

さらに，癌水期軌と出芽については，湛水勉励が長

びくほど出芽がおくれ．出芽歩合が低下した．このこ

とは，圃場における播種後の降雨とか．隣接田の漏水

によって湛水することもあ少得るので．すみやかな排

水措置をとる必岩があろう．すなわち．湛水して1－

2日の肋に．完全に排水できれば，出芽不良に及ぼす

影響は極めて少ないものと観察された．
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水稲折衷直播における種籾の浮動防止法について

長　　島　　房　　書

く福島県農試冷害試験地）

1．　ま　え　が　尊

高冷地帯における癌水直鋪栽増については．若干の陶

趨点はあるが，扱補体糸はほ正座立され，概ね安定した

収量があげられている．乾田直線では今後勧兜を宴する

間操が多く，特に．初期生育促進対策は奴も重要な諜如

であるの1㌔先ず濯漑法，樋の発芽及び生育との関係を

究明するため．昭和お年から試験を行ってきたが．今回

は折衷直細について巌も間組である種籾の浮動防止法を
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第1囲　捧櫨当時の
平均気ぬ
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第2幽　出穂期の限界

中心に，その成績の概要を報告する．

なお当地方における播種当時の平均気温，出穂勘の限

界並びに湛水・乾日直輔の出穂勘と収量は第1－8回の

とおカである．
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弟8回　出蝉と収量

2・　賦壌成義の徽雷

1　乾田直播栽培における通水処理について

（昭和蓬年度）

高冷地帯にふける初如生育のおくれが出払蓮如となれ

乳量にまでお瞥するものと息われ．一郎通水区を設けて

鋏験を亨了なってみた・

その結果旭水を行えば免牙も良く．その後の生育も促

進され出払も早かつたが，基肥の汰亡にエ少秋蕗的鋭親
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がみられ収鼠は少なかっ

た・これらの欠点を補う

ため，昭和節年度は触種

後，無援土の潅水蛙を設

けた・その結果は火のと

おりである．

項　　　　　　　 目 処　　　　 理 潜 水時 期

1　 無 税 土 （浸 種 ） 浸 種後 蔭 干 播 種 直後

2　　　 ■　 （泥 水 ） 泥 水後 陰 干 ●

8　 捜　 土 （細 土 ） 土 塊 0・5 （¶以下 ■

4　　　 ■　 （粗 土 ） 土 塊 4 － 2 亡同

腹 土 2 、 3 m

5　　　　　　　　 2 m

6　 発 芽揃 潅 水 5 月為 日

7　 2　　 尭　　 期 6 月　6 日

の　成熟期並びに収量調査
、 ＼甘 ＼ 乳 、旦 ＼ 筆 書

出穂期 稗 良

ま 扇

l穂 教

橿

l　 無 機 土 （浸極 ）
1 ％ 月　 日 亡m 亡m 本
釘 ．0 8 ．18 鈴 ．6 18 ．0 1 ．74 ／

2　　　 ■　 （泥 水 ）87 ．0 13 89 ．6 17 ．8 1 ，8 13

穐 8　 捜　 土 （細 土 79 ．0 13 封 ．0 17 ．4 1 ，掬9

直

後

誰

4　　　 ′　 （租 土 ）7占．0 14 82 ．1 17 ．8 1 ，5 11

5　　　　　　　 2 亡所 器 ．0 15 き翌．4 17 ．5 1 8 47

れ 6　 発 芽 如 溢 水 別 ．0 15 †7 ．3 17 ．5 1 ，澗

7　 2　　 狙 ＿　 期 室 ・U 15 79 ．0 18 ．3 1 月）9

総 重　 量
精 籾 量 ／

／／／ちブ皇

玄 米　 重

柏

1雌 ．8

毎

1 ，m 9 ．0 駐汀．5

1 ，臓 ．8 1 18 ．8 6 9 5 ．7

1 ．亜 1 ，1 1α7．3 5 95 ．4

1 ．d 月 ．0 1 13 ．0 6汐 ．6

1 ，2能 ．5 10 6 ．1 5怨 ．8

1 β扮 ．さ 1 1壬i．2 5 8 ）．3

1 ，（b O ．5 」 些 二b 4 一打 ．6

向　試験結果

折衷直細（緬種直後

潅水）は，細恕砕土後

均平を行ない，線種直

後純水することによれ

越水及び乾田直結にお

ける欠点が補われ．発

芽歩合高く基地の流亡

少なく・蝕の分布は乾出直緬に知似し，表土刺触倒伏の

懸念も少なく，収量は乾田直拝より優る傾向がみられた．

乙種もみの浮動的止法について

訊農政撫でます陶鎚になった息は．緬種後積な土ので

す瀦水するので種籾の浮動が大きかつたことである．

その為，その防止法について灰の試験を行なった．

11）供諷材料及び方法

展着剤．粉石ケン，0且工）クリーン．石灰．ベンガラ

の1％啓液．ベントナイト，妃水．これらの溶液に薗

もみを反し陰干しをした．

¢）試験結果

室内実験Ⅰ

カルトンに水田土壌を入れ．砕土均乎後処理した種堺

を緬種し，水を除々に溢水し癌水状態とした．

処

室内実験Ⅱ

処理溶液の頻度を知るためにシャーレーを用いて行な

った．

室内実験m

処理した種　の乾燥程度を籾水分劫％まで乾腺させた

場合

室内実験の結果．展宕剤．粉石ケ／，OEDグリー／

等の処理籾の浮動は極めて少なく，ベントナイト．ベン

ガラ．泥水等の処理籾は浮動率高く．無処理叛は大部分浮

動した．

又．OEDクリーン処埋籾は，纏着性があわ陰干に若

十時間を草．した・
さ．　考　　　　嚢

折衷直播栽培にふける減水は．播種前場朗に清を作れ

掩種後溝よカ除々に潅水し．土壌全体が湿油状態になっ

てから湛水したので．種籾の浮動は殆んど認められなか

った．

しかし，急激に瀬水した場合は，処蝕籾でも浮動は多

少あるものと思われる．

扱者恥　0且工トグリーン．粉石ケンの処蝕は．室円実

鹸・圃墟試験ともに効巣が認められたが，特に粉石ケン

は実用的で経済的と思われる．

濃度は0・5％－1％液が適当であれ　又処理方法とし

ては鱈籾消毒の際に粉石ケンを併用して行なえば労力も

かからず，合理的な方法と思われる．現在使用している

湛水用人力播種機には．種子かさえがあり．癌水直播栽

垣にふける種子楔の浮動は食わ考えられないが，土壌状

態，水利．天候などに工少種籾の乾きが早く．湛水時に

種子が浮く時は．浮動防止処理をした方がエい．


